
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 

 

 

技術分野分類  6202：木質科学                       

技術キーワード  J：接着・木質材料                      

産 業 分 類  E-12：木材・木製品製造業（家具を除く）                  
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容 

 

概  要 

 

鉋屑を主原料に、合成繊維である芯鞘型繊維を接着剤の代わりに応用して成形

した木質マット。グラスウール相当の断熱・吸音性能が得られた。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

グラスウール等の一般的な競合品に対して、廃棄処理が容易、吸放湿性能を有

する。同類の木質素材と比較して、原料（鉋屑）の調製が容易で安価。 

本技術の 

有用性 

住宅の壁間の断熱材として、断熱・遮音性能の向上に寄与するとともに、調湿

効果を発揮する。 

 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
住宅の壁間の断熱材、住宅部材（ドア等）のパネル内に入れる吸音材など 
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木質断熱・吸音材 

鉋屑を主原料に応用して成形した木質マット 
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